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正
面
口
か
ら
約
三
㌔
、
両
岸

に
松
な
ど
を
纏
っ
た
岩
壁
が
屏

風
の
よ
う
に
屈
曲
し
な
が
ら
続

き
、
深
く
静
か
な
淵
を
囲
ん
で

い
る
の
が
黒
淵
で
あ
る
。
初
夏

に
は
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
セ
ッ
コ

ク
が
咲
き
、
紅
葉
が
絶
景
。
峡
内

で
最
も
著
名
な
景
勝
の
一
つ
と

言
え
、
観
光
客
の
多
く
が
目
指

す 

     
 

       

講
師
は
日
本
の
自
然
体
験
型

環
境
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
川
嶋
直
理
事

長
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
自
然
学
校

の
志
賀
誠
治
理
事
長
が
加
わ
っ

た
。
加
計
高
校
生
か
ら
七
十
歳

代
ま
で
の
二
十
六
人
が
受
講
し

た
。 川

嶋
理
事
長
は
三
段
峡
に
つ

い
て
「
細
い
道
が
続
き
、
講
座
開

催
に
不
安
は
あ
っ
た
が
、
所
々

１ 

 

 

 

す
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。 

   

江
戸
期
の
文
献
に
記
載
は
な

い
。
熊
南
峰
を
三
段
滝
へ
案
内

し
た
餅
ノ
木
の
桝
見
府
市
が
、

地
元
に
伝
わ
る
「
柴
木
奥
に
は

名
勝
が
あ
る
よ
水
昌
黒
渕
龍
ノ

口
」
と
い
う
歌
を
、
南
峰
へ
教
え 

   

     

に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
、
景
観
も
美
し
い
。
環

境
教
育
の
場
と
し
て
活
用
で
き
、

優
秀
な
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
フ

ィ
ー
ル
ド
だ
」
と
評
価
し
た
。 

一
日
目
は
大
雨
の
た
め
予
定

を
変
更
し
午
前
は
座
学
、
午
後
は

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

体
験
と
受
講
者
三
、
四
人
が
班
に

な
っ
て
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
計

画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
二
日

目
は
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

互
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
現
場
で

体
験
し
あ
っ
た
。 

四
十
歳
代
の
女
性
は
「
自
然
に

は
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
が
、
ハ
ー

ド
ル
を
低
く
し
て
森
を
楽
し
め

た
。
今
後
の
活
動
に
生
か
し
た

い
」
と
、
感
想
を
述
べ
た
。 

    

た
と
書
い
て
い
る
。
柴
木
（
し
わ

ぎ
）
は
正
面
口
の
集
落
。 

 

南
峰
は
弟
子
の
よ
う
に
付
き

従
っ
て
い
た
柴
木
の
少
年
、
高
下

常
市
に
黒
淵
で
渡
船
を
す
る
よ

う
勧
め
た
。
後
に
渡
船
を
始
め
、

休
憩
所
も
建
て
た
。
黒
淵
荘
の
前

身
で
あ
る
。
当
時
の
地
図
に
は

「
ハ
ク
ウ
ン
テ
イ
」
と
あ
る
。 

    

                             

南
峰
没
後
二
十
年
に
あ
た
る

一
九
六
三
年
秋
、
常
市
が
経
営
す

る
三
段
峡
ホ
テ
ル
に
熊
昌
忠
と

い
う
人
が
宿
泊
し
た
。 

  

熊
と
い
う
珍
し
い
名
字
、
住
所

は
南
峰
の
故
郷
、
愛
媛
県
松
山
市

だ
っ
た
。
常
市
は
南
峰
の
兄
弟
で 

      

                

「
沢
登
り
講
習
会
」
が
九
月
十

九
日
、
十
方
山
の
ウ
ラ
オ
ネ
谷

で
開
か
れ
た
＝
写
真
。
夏
の
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
が
目

的
。
講
師
は
広
島
山
岳
会
員
で

も
あ
る
、
さ
ん
け
ん
の
大
田
由

孝
会
員
と
村
上
友
香
賛
助
会

員
。
さ
ん
け
ん
か
ら
三
人
が
受

講
し
た
。 

 

    

は
な
い
か
と
訊
ね
た
。
昌
忠
は

そ
の
場
で
は
明
か
さ
ず
、
手
紙

で
告
白
し
、
三
段
峡
の
宣
伝
と

南
峰
の
経
歴
調
査
を
約
束
し

た
。
手
紙
に
は
、
帰
る
前
に
再
び

黒
淵
を
訪
れ
、
常
市
か
ら
聞
い

た
兄
が
野
宿
し
て
い
た
逸
話
を

思
い
、
目
頭
を
熱
く
し
た
と
あ

っ
た
。 

 
 

（
松
尾 

俊
孝
） 

          
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

               

渓
谷
や
沢
の
歩
き
方
、
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
を
使
っ
て
登
る
方
法
、
懸

垂
下
降
技
術
を
学
ん
だ
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
三
段
の
滝
。
先
を
登

る
大
田
講
師
の
ロ
ー
プ
を
頼
り

に
受
講
者
が
続
い
た
。 

瀬
尾
淳
理
事
は
「
滝
の
途
中
で

諦 

  

諦
め
そ
う
に
な
っ
た
が
登
り
切

っ
た
。
達
成
感
が
あ
る
」
と
、
疲

れ
た
表
情
な
が
ら
も
笑
顔
を
見

せ
た
。「
楽
し
さ
は
病
み
つ
き
に

な
り
そ
う
。
事
業
化
を
進
め
た

い
」
と
、
本
宮
宏
美
事
務
局
長
は

期
待
を
込
め
た
。 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
用 

展
示
素
材
を
観
察 

 

三
段
峡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

に
展
示
す
る
素
材
を
探
す
講
座

が
九
月
二
十
九
日
、
西
中
国
山
地

自
然
史
研
究
会
の
佐
久
間
智
子

専
門
員
を
講
師
に
開
か
れ
た
。 

参
加
者
は
子
供
会
員
を
含
め

六
人
。
植
物
を
観
察
し
、
展
示
内

容
を
話
し
合
っ
た
。
三
段
峡
は
植

物
の
採
取
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

た
め
、
同
種
の
植
物
を
他
所
で
採

取
し
て
展
示
す
る
。
渓
谷
の
多
様

な
植
生
を
知
ら
せ
る
の
が
狙
い
。 
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 一口メモ 

た
ち
は
ト
チ
林
へ
入
り
拾

い
集
め
る
。
実
は
水
に
晒

し
、
天
日
干
し
さ
れ
る
。
そ

の
光
景
は
正
面
口
の
秋
の

風
物
詩
に
な
っ
て
い
る
。 

 

探
勝
路
で
バ
リ
ッ
。
踏

み
潰
さ
れ
た
ト
チ
の
実
が

秋
を
告
げ
る
。
地
元
の
人

１ 秋 
  

昔
な
が
ら
の
十
工
程
を

経
て
熟
成
さ
せ
、
餅
米
と

一
緒
に
蒸
し
て
つ
き
あ
げ

る
。
十
月
、
土
産
物
店
に
特

産
「
橡
餅
」
が
並
ぶ
。 

県のスキー競技に貢献   
斎藤 更生さん 

  

熊南峰とともに三段峡を世

に広めた斎藤露翠の孫。82歳。

小学校１年から終戦の夏の４

年まで、露翠夫妻と横川小学校 

の教員宿舎で暮らした。「学校では厳しい先生、

家では普通のおじいちゃんと孫の関係だった」

と当時を振り返る。 

雪深い横川に暮らし始めた年、露翠からスキ

ー板を買い与えられた。国体へスキー選手・監

督としてそれぞれ２回出場し、広島県の冬季ス

ポーツに貢献。法務局に入り、要人の三段峡ガ

イドを頼まれるなどした。「恐羅漢へは毎年通

っている」とまだまだ現役だ。    （炎） 

 

 

南
峰
と
歩
く 
 

⑭ 

黒
淵
（
く
ろ
ぶ
ち
） 

■
亡
兄
思
い
目
頭
熱
く 

■
地
元
歌
に
黒
淵
の
名 

渡
船
勧
め
た
南
峰 

峡
内
有
数
の
景
勝 

   

 

▼
恵
み
が
落
下 

さ
ん
け
ん
新
聞 

自
然
の
価
値
を
伝
え
る
技
術
学
ぶ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成 

現
場
で
体
験 

 

自
然
の
価
値
を
楽
し
く
伝
え
る
技
術
を
学
ぶ
、

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
が
九
月
一
日
、
二

日
の
両
日
、
三
段
峡
ホ
テ
ル
と
正
面
口
か
ら
寺
ケ

瀬
ま
で
の
区
間
を
使
っ
て
開
か
れ
た
。
講
座
は
マ

ツ
ダ
財
団
の
助
成
を
受
け
た
事
業
。 

十
方
山
ウ
ラ
オ
ネ
谷
で
「沢
登
り
講
習
会
」 

 中秋の名月の９月２３日は、「清

掃歩く会」と「黒淵観月会」のダブ

ルイベントの一日になった。 

 

９人が探勝路清掃 
通行支障が数か所 
清掃は餅ノ木―三段滝間。さん

けんメンバー６人と組織基盤強化

研修で知り合った人ら３人が参加

した。７月の豪雨で土砂崩れが多

発し、管理が行き届かず、数か所で

通行に支障がある。継続的な清掃

活動と行政による復旧が必要だ。 

 

黒淵で中秋の名月 
特別な一夜過ごす 

「黒淵で見る月はとても奇麗なの

よ」と聞き、さんけんの有志４人が

黒淵観月会を開いた。黒淵荘スタ

ッフを見送り、中秋の名月を待っ

た。月は姿を見せなかったが、漆黒

の黒淵が銀光に染まった。帰路は

危険なため、１室を開放していた

だいて宿とした。電灯はなく、忘れ

られない特別な一夜を過ごした。 

夏
の
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究 

インタープリター養成講座 

高校生ら２６人が受講 

寺ケ瀬で川嶋氏(左)の説明を聞く受講者 

https://sanken-/

